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「東京大学稷門賞」授賞式を挙行

研究協力部

平成18年度後期「東京大学稷門賞」の受賞者が、東京
大学医学部鉄門倶楽部創立100周年記念事業後援会様、
株式会社アサツー ディ・ケイ様及びドイツ学術交流会
（DAAD）様の３件３団体に決定し、授賞式が３月26日
（月）17時から山上会館大会議室において挙行された。
本表彰は、私財の寄付、ボランティア活動及び援助等に
より、本学の活動の発展に大きく貢献した個人、法人又
は団体（現に在籍する本学の教職員及び学生は原則とし
て対象外）に対し授与するもので、前期、後期の年２回
行っている。授賞式においては、選考結果の報告、各受
賞代表者への表彰状及び記念品の贈呈があり、その後、
総長の挨拶、受賞代表者からの挨拶が行われた。また、
授賞式に引き続き、レセプションが行われ、受賞関係者
と本学関係者との懇談が和やかな雰囲気の中で行われ
た。受賞者の授賞理由は以下のとおりである。

◎　受賞者

１　東京大学医学部鉄門倶楽部創立100周年記念事業後

援会様

授賞理由：鉄門倶楽部の創立100周年記念事業として募
金活動を行い、その成果を、医学系研究科教育研究棟14

階鉄門記念講堂の設置、同研究科図書の充実、大学院学
生の奨学金の支援等に活用し、同研究科の研究・教育に
貢献
２　株式会社アサツーディ・ケイ様

授賞理由：中国の大学の優秀な卒業生に奨学金等を支給
して本学の大学院修士課程に受け入れるための「東京大
学 アサツー ディ・ケイ 中国育英基金」の設立を全面的

に支援し、本学における中国との学生交流・学術交流の
基盤を強化する上で貢献
３　ドイツ学術交流会（DAAD）様

授賞理由：総合文化研究科における「ドイツ・ヨーロッ
パ研究寄付講座（平成12年10月～17年９月）」の設置及
び「ドイツ・ヨーロッパ研究センター（平成17年10月～）」
の運営を支援し、修士課程「欧州研究」プログラム創設
を可能にするなど、本学の研究・教育に貢献

東京大学医学部鉄門倶楽部創立100周年記念事業
後援会及び推薦部局関係者、総長との記念撮影

ドイツ学術交流会（ＤＡＡＤ）及び
推薦部局関係者、総長との記念撮影

株式会社アサツーディ・ケイ及び
推薦部局関係者、総長との記念撮影
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４月16日（月）、日本経済新聞社、中国の新華社通信、
韓国の中央日報の共催で、東京都内において第２回日中
韓賢人会議が開催された。中曽根康弘元内閣総理大臣、
韓国の李洪九元国務総理、中国の紀宝成中国人民大学学
長など30名が集まって、日中韓を中心とする東アジアの
政治・経済・文化交流促進について話し合った。
基調講演を含む全体会議では、東アジア共同体や通貨

統合を進めることの重要性が討議された。午後の分科会
では、小宮山総長が「環境・エネルギー」分科会の座長
をつとめ、「日中韓21世紀イノベーション共同機構（仮
称）」の構想や、異なる状況にある３国がポスト京都議
定書に向けて連携を進める必要性等について活発な討議
が行われた。

また、分科会の成果を踏まえた全体会議では、稲作な
ど３国の文化的共通性を基軸とした交流促進、アジアの
環境事業を支援する「環境ファンド」の創設などが提案
された。

留学生センター日本語教育集中・特別コース2006年度
冬学期の修了証書授与式が、２月19日（月）15時30分か
ら医学部教育研究棟13階第５セミナー室で行われた。
このコースは、文部科学省から依頼された国費研究留

学生（大使館推薦）を主たる対象としつつ、可能な限り
一部他の留学生にも門戸を開いて日本語教育を行うコー
スで、今期は、昨年10月に初級から上級までの合計47名
を受け入れて開講、そのうち44名がコースを修了し、修
了証書を授与された。
授与式には、古田元夫副学長（理事）をはじめ関係教

職員と修了者が出席、古田副学長の挨拶に続き、坂野仁
留学生センター長から修了者一人ひとりに修了証書が手
渡され、次いで、日本語教育部門主任の菊地康人教授か
ら講評が述べられた。続いて、モッサン・サイードさん
（初級代表）、ゴンザレーズ・ドィトット・エンリケ・サ
ウールさん（中級代表）、李美淑さん（上級代表）の３
名の受講生から日本語によるスピーチがあり、約４か月
の短い間の日本語のすばらしい上達振りが披露された。
楽しいスピーチを聞き、和やかな雰囲気のうちに式は終
了した。

式終了後、引き続き、山上会館にところを移して、修
了者を囲んでの懇談会が行われた。古田副学長は懇談会
にも出席され、修了者達と懇談され、ねぎらいの言葉を
かけられた。今後は各研究科に分かれて専門の研究に専

発言する小宮山総長。手前は中曽根元首相

第２回日中韓賢人会議、開催される

国際連携本部

全体会議の様子

修了証書授与式の記念スナップ

日本語教育集中・特別コース　2006
年度冬学期修了証書授与式行われる

留学生センター
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入職式に引き続き、合同オリエンテーションが同会場
で行われた。櫛山博副院長・事務部長から｢病院の概要
について｣、榮木看護部長から｢看護部紹介｣、北村聖総
合研修センター長から｢チーム医療について｣説明が行わ
れた。また病院職員として必ず遵守しなければならない
インフォームド・コンセント､医療安全、感染対策、個
人情報保護、患者相談と臨床倫理の取り決めについて、
各センター及び委員会の責任者から説明が行われた。午
後からは各部の紹介等が行われ、出席者全員が最後まで
真剣な眼差しで説明を受け、17時に会を終了した。

なお、本年度から新入職員が医療安全や感染対策、医
療の質向上等、本院における職務に１日も早く慣れ、そ
れぞれが持つ力を発揮出来るよう一定期間、共通の｢フ
レッシュマーク（バッジ）｣を付けることとした。

心することになる修了者たちは、クラスごとに教員を囲
んで写真撮影をしたり、クラスメート同士名残を惜しみ
つつ歓談するなどして、楽しい時を過ごすうち、閉会と
なった。
なお、今期の修了者44名の所属は以下の12研究科、出

身は以下の22の国または地域である。

【研究科】
法学政治学研究科 ３名
医学系研究科 ２名
工学系研究科 ４名
人文社会系研究科 １名
理学系研究科 １名
農学生命科学研究科 ６名
総合文化研究科 ４名
教育学研究科 １名
数理科学研究科 ２名
新領域創成科学研究科 ２名
情報理工学系研究科 ５名
学際情報学府 13名

【国または地域】
・中国 10名 ・フィリピン １名
・韓国 ５名 ・インドネシア １名
・ブラジル ５名 ・マレイシア １名
・タイ ２名 ・パキスタン １名
・オーストラリア ２名 ・ルーマニア １名
・ロシア ２名 ・ポーランド １名
・イギリス ２名 ・リトアニア １名
・フランス ２名 ・スペイン １名
・モンゴル １名 ・アメリカ １名
・台湾 １名 ・ベネズエラ １名
・ベトナム １名 ・チュニジア １名

医学部附属病院では、４月２日（月）９時から安田講
堂において、４月１日付けで新たに職員となった看護師、
検査技師、臨床研修医、事務部の新規採用者を対象に入
職式及び合同オリエンテーションを開催した。
当日は、450名を超える新入職員が新たな希望に胸を

膨らませて、会場に集まった。
入職式では各職種の代表者に武谷雄二病院長から採用

通知が交付され、新たに医療人として職務に当たるため
の心構えについて挨拶が述べられたのに続いて、榮木実
枝看護部長から新入職員へ歓迎の挨拶が述べられた。

平成19年度入職式及び合同オリエン
テーション開催される

医学部附属病院

武谷雄二病院長挨拶

真剣な眼差しで説明を受ける新入職員

フレッシュマーク
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４月６日（金）、教育学部附属中等教育学校において、
平成19年度入学式が行われた。
式場の窓から少し緑が混じった満開の桜が、第62回生

120名を迎えた。
来賓には、金子元久教育学部長をはじめ、同窓会・Ｐ

ＴＡなど学校を支えてくださる方々が多数お見えにな
り、管弦楽部の快い演奏の中での温かな入学式となっ
た。
衛藤隆学校長は、この中等教育学校での６年間を山登

りにたとえ、「一歩一歩確実に前に進んでいって欲しい」
と祝辞を述べた。また、保護者の方々に対しては、三者
協議会という本校の特色を述べ、参加を呼びかけた。
金子元久教育学部長からは、東京高校から始まる本校

の歴史と、現代的意義のある教育の場としての附属学校
の特色を話された。そして、「自分のやりたいことは何
かをはっきりさせること。日々の努力を怠らないこと。
この二つを目標に個性を伸ばしてほしい」との心強い祝
辞をいただいた。
在校生からは生徒会長の５年松原匠君が先輩としてこ

の学校の生徒としての心構えを話し、新入生からもＡ組
の日比野隆弘君がこれからの抱負を述べた。これからの
６年間での成長を期待したい。

※「第８回入学式」と「62回生」について
2000年度に「東京大学教育学部附属中学・高等教育

学校」が「東京大学教育学部附属中等教育学校」とな
りました。「第８回」とは、中等教育学校になってか
らの回数です。また、62回生とは、1946年度の１回生
（前身の旧制東京高等学校尋常科３年生）からの回数
で、今年の入学生は「62回生」となります。

明治20年４月１日、帝国大学臨海実験所として発足し
た理学系研究科附属臨海実験所（通称三崎臨海実験所）
は120周年を迎えた。富国強兵を目指していた明治時代
に、海産動物学という基礎学問を、世界に先駆けて日本
で始めた東京大学の先人たちの先見の明に驚かされる。
４月７日（土）、臨海実験所ゼミナール室に於いて、

今後の三崎臨海実験所のあり方を議論する記念シンポジ
ウムが開催された。文部科学省から来賓を迎え、最初に、
磯野慶應義塾大学名誉教授が120年の歴史を振り返り、
赤坂甲治所長が現在の活動と、今後の取り組みについて
述べた。続くシンポジウムでは、本学から岡村定矩理
事・副学長、山本正幸研究科長らが出席し、関連各学会
の会長を交えて活発な議論が展開された。
三崎臨海実験所が面する相模湾は、世界的にも稀な豊

かな生物相を誇り、多様な海洋生物を活かした研究業績
は高く評価されてきた。また、本学の他部局や他大学、
国外からも利用があり、年間延べ１万人を超える研究
者・学生が活動している。今回のシンポジウムの議論の
中心は、その規模にあった。利用人数に比べスタッフが
少なく職務の負担が重いこと、国内では質・規模とも他
の追随を許さないが、欧米に比べると圧倒的に規模が小
さいことである。欧米では、海洋生物から医学・工学に
も応用されるノーベル賞級の研究が多数生まれているこ
とが理解され、国を挙げて海洋生命科学を支援している。
海洋生物学の最前線基地である臨海実験所の将来像を、
本学のみならず、日本学術会議、関連学会においても議
論していく必要があるとの認識で一致した。

附属中等教育学校で、第８回入学式
が行われる

大学院教育学研究科・教育学部

附属臨海実験所設立120周年記念シ
ンポジウム

大学院理学系研究科・理学部

入学式の呼名の様子

パネリスト
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所内見学では、100名を超える出席者が、最新の設備
を誇る新研究棟の他、明治時代の木造の建物、昭和初期
の鉄筋コンクリート２階建ての旧本館など、歴史的建物
を見学した。また、日本財団の助成により17年度に再建
された木造和船の試乗を楽しんだ。

※当臨海実験所では公開の自然観察会及び実習が開かれ
ています。豊かな海の自然を楽しんではいかがでしょ
うか。申し込みはhttp://www.mmbs.s.u-tokyo.ac.jp/
をご覧下さい。

ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構は４月９日
（月）17時から駒場リサーチキャンパスの生産技術研究
所コンベンションホールにおいて「江崎玲於奈先生特別
講演会」を開催した。本機構が発足以来、毎月開催する
「ナノ量子情報エレクトロニクス公開セミナー」の一環
として開催したもので、今回は機構が推進する先端融合
COE「ナノ量子情報エレクトロニクス連携研究拠点」
プロジェクトの諮問委員長も務める江崎玲於奈先生が今
年１月に日本経済新聞に「私の履歴書」を執筆したのを
機会に、研究エピソードなどについて、直接、伺う趣旨
で企画された。
講演会は荒川泰彦機構長の司会で始まり、岡村定矩理

事・副学長の開会挨拶の後、江崎先生が「私の研究歴
50年の歩み　ＭＡＶＥＲＩＣＫ（個に生きる）」と題し
て講演。貴重な写真や資料をふんだんに駆使しながら、
後進に託すメッセージを含め約90分もの熱演となった。
定員約260名の会場は満席となり、立ち見が出るほどの
盛況ぶりで、最後に前田正史生産技術研究所長が締めの
挨拶を行い、終始熱気に包まれた講演会を終了した。

2007年度夏学期の学術俯瞰講義は、火曜日５限に「社
会から見たサステイナビリティ－平和・開発・人権」が、
木曜日５限に「数理の世界－新世紀の数学を探る」が開
講している。「社会から見たサステイナビリティ」の第
１回目の講義は、新入生歓迎講演会も兼ねた形で、現在、
国際協力機構理事長であり、国連難民高等弁務官も務め
られていた緒方貞子さんを講師としてお招きし、４月10

日（火）に行われた。この日は、講義の始まる１時間以
上前から講義室の前に学生が集まり、数理科学研究科の
大講義室、ならびに同時中継を行った900番教室は超満
員となり、緒方先生のお話への興味そしてこのテーマに
関する学生の問題意識の高さが表れていた。
講義は「人類社会の将来」と題して、グローバリゼー

ションの浸透とともに、国家が人々の必要とする保護と
安全を十分提供することができない時代となった中で、
人々にフォーカスした安全保障、社会･経済開発の政策
的展開についてのお話しであった。グローバル化に伴い、

シンポジウム会場

終始にこやかに講演する江崎先生

所内見学　木造和船「みさき」の試乗

熱心に聞き入る満席の聴衆

「江崎玲於奈先生特別講演会」盛況裏
に開かれる

ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構

緒方貞子先生による学術俯瞰講義

大学院総合文化研究科・教養学部

大学総合教育研究センター
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ヒト、モノ、カネ、情報が国境を越えて移動し、多くの
可能性が生まれると同時に、多くの不安も生み出してい
る。そのような中で国家や国際組織の果たす役割は何な
のか。経済中心ではなく人間を中心に考えた「人間の安
全保障」の定義とその実現について、平和維持から平和
構築への移行や紛争後の平和構築がいかに困難である
か、その中心となるキーワードは「公正な社会の実現」
であることなど、ご自身がルワンダの虐殺、ユーゴスラ
ビアの紛争、アフリカ諸国の貧困や内戦などを通じて活
動し実感されたことをお話しになった。

また、現代社会は、これまで受験勉強をしてきたよう
な正しい答えがあるものではなく、答えのない世界であ
り、大学生活の中で新しい答えを探していって欲しい、
とこれから新たに大学生活をスタートする新入生へのメ
ッセージも頂いた。
学生からは日本が世界の中で果たすべき役割や、日本

のODAについて、紛争の解決についてなど、積極的に
多くの質問があった。
２回目以降の学術俯瞰講義は、「持続可能な平和の課

題（佐藤安信教授）」、「持続可能な開発の課題（中兼和
津次名誉教授）」、「国際人権保障の課題（岩沢雄司教授）」、
「アフリカに見る問題の噴出（山影進教授）」を通して、
人類社会にとってのサステイナビリティについて俯瞰し
ていく。

地震研究所では４月13日（金）、技術職員、短時間勤
務有期雇用職員（事務補佐員）を対象にＵＴ購買サイト
のシステム講習会を開催した。ＵＴ購買サイトはカタロ
グ作成から発注～受注～検収まで一連の調達業務をパソ
コンからインターネット経由で実施し、経費削減、業務
効率化を実現するため、本学が平成18年度から取り組ん
でいるもので、既に学内の多くの部局で利用されている
システムである。

地震研究所では、４月１日付け人事異動等による新規
職員や本システムに慣れていない職員、利用方法や概要
を理解していない職員の為に、少人数で実務的な講習会
を開催したものである。本講習会には技術職員や事務補
佐員、事務職員など約25名の参加があり、各自のパソコ
ンを操作しながら実践での作業体験を受講した。

本講習会には本部事務から櫻井調達企画チーム係長、
藤原係員及びヘルプデスク鈴木氏を講師としてお願いし
た。講習会はまず、藤原係員からＵＴ購買サイトの概要
についての説明後、鈴木氏から具体的なシステムについ
ての作業の説明が行われた。実際にパソコンを扱いなが
らの講習会であったため、受講者から作業上の質問は特
になく、１時間半という短時間のうちに全員がスムース
に入力できるようになり、無事に終了した。その後シス
テム全体について質疑に入り、①システム環境、特にマ
ックの利用が可能か、②今後のシステム改善の方向性は

講義風景

ＵＴ購買サイトの概要説明を行っている
藤原係員（右）、ヘルプデスクの鈴木氏（左）

ＵＴ購買サイトシステム講習会を
開催

地震研究所
質問に答える櫻井係長

講習会の様子
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どうか、③もっと画面上で使い易い方法はできないか等
の質問があり、また、講師からは、カタログ外の発注に
ついても現在利用者サイドで簡単に利用できる方法につ
いて検討中である旨の報告があった。全体で約２時間と
いう短時間での講習会ではあったが、受講者はＵＴ購買
サイトシステムの入力や概念を十分に理解された様子で
あった。今後の利用が期待される感触を得て終了した。
最後に事務長から、来たる４月26日（木）には「ＵＴ

購買サイト等の構築の基本方針」と題して本部調達・経
理系三浦統括長から説明をいただく事が紹介され、本シ
ステム講習会と一体的にとらえられるため、是非参加さ
れるよう要望された。

※なお、本説明会は地震研究所教授会構成員及び全教職
員を対象として実施する予定です。

教養学部（前期課程）から専門分野へ進学しようとす
る学生に対し、進学に関する諸問題について個人的な指
導や相談にあたる今年度の進学指導担当教員は、次のと
おりである。

平成19年度進学指導担当教員、
決まる

学生部

平成19年度進学指導担当教員名簿 平成19年４月現在

学部 進学指導担当学科 職　　　名 氏　　　　　名 連絡先（内線）
法 全類 教　　授 木　庭　　　顕 23259

医
医学科 教　　授 栗　原　裕　基 23495

健康科学・看護学科 教　　授 數　間　惠　子 23506

社会基盤学科 准 教 授 中　井　　　祐 26134

建築学科 准 教 授 西　出　和　彦 26168

都市工学科 講　　師 大　森　宣　暁 26232

機械工学科
教　　授 丸　山　茂　夫 26421

産業機械工学科
機械情報工学科 教　　授 廣　瀬　通　孝 26367

航空宇宙工学科 教　　授 李　家　賢　一 26585

精密工学科 教　　授 新　井　民　夫 26457

電気工学科 准 教 授 古　関　隆　章 26676

工 電子情報工学科 准 教 授 苗　村　　　健 26668

電子工学科 准 教 授 池　田　　　誠 26661

物理工学科 教　　授 樽　茶　清　吾 26835

計数工学科 教　　授 杉　原　正　顯 26955

〃 教　　授 嵯峨山　茂　樹 26900

マテリアル工学科 教　　授 小　関　敏　彦 27110

応用化学科 准 教 授 下　山　淳　一 27705

化学システム工学科 教　　授 大久保　達　也 27348

化学生命工学科 教　　授 小宮山　　　眞 55200

システム創成学科 准 教 授 青　山　和　浩 26504
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備考：連絡先電話番号
本郷（ダイヤルイン） ５８４１－（内線番号の下４ケタ）
駒場（ダイヤルイン） ５４５４－（内線番号の下４ケタ）
駒場・数理（ダイヤルイン） ５４６５－（内線番号の下４ケタ）
例）内線２○○○○の場合 → ５８４１－○○○○

文 全学科 准 教 授 唐　沢　かおり 23853

数学科 准 教 授 河　澄　響　矢 47031

情報科学科 教　　授 辻　井　潤　一 24098

物理学科 教　　授 佐　野　雅　己 24188

天文学科 教　　授 野　本　憲　一 24255

地球惑星物理学科 准 教 授 小　池　　　真 24595

理
地球惑星環境学科 准 教 授 池　田　安　隆 24574

化学科 教　　授 長谷川　哲　也 24353

生物化学科 教　　授 深　田　吉　孝 24381

生物学科（動物学） 教　　授 岡　　　良　隆 24438

生物学科（植物学） 教　　授 寺　島　一　郎 24465

生物学科（人類学） 講　　師 井　原　泰　雄 24483

生物情報科学科 教　　授 黒　田　真　也 24697

応用生命科学課程

生命化学・工学専修
講　　師 大　塚　重　人 25176

准 教 授 石　井　正　治 25143

応用生物学専修 教　　授 岸　野　洋　久 25066

森林生物科学専修 教　　授 富　樫　一　巳 25217

水圏生命科学専修 准 教 授 金　子　豊　二 25286

動物生命システム科学専修 准 教 授 内　藤　邦　彦 25195

生物素材化学専修 教　　授 松　本　雄　二 25262

環境資源科学課程
農 緑地生物学専修 准 教 授 大　黒　俊　哉 25049

森林環境資源科学専修 准 教 授 古井戸　宏　通 25233

水圏生産環境科学専修 教　　授 松　永　茂　樹 25297

木質構造科学専修 准 教 授 稲　山　正　弘 25252

生物・環境工学専修 教　　授 大　政　謙　次 25340

農業・資源経済学専修 教　　授 泉　田　洋　一 25463

フィールド科学専修 准 教 授 岡　本　　　研 28921

国際開発農学専修 教　　授 鈴　木　宣　弘 27533

獣医学課程
獣医学専修 准 教 授 望　月　　　学 25406

経
経済学科

准 教 授 大　橋　　　弘 25511
経営学科

超域文化科学科 教　　授 山　田　広　昭 44814

地域文化研究学科 教　　授 石　田　勇　治 46340

総合社会科学科 教　　授 中　西　　　徹 46462

養 基礎科学科 准 教 授 前　田　京　剛 46747

広域科学科（広域システム） 教　　授 山　口　和　紀 46677

（人文地理） 教　　授 松　原　　　宏 46254

生命・認知科学科 教　　授 丹　野　義　彦 46265

育 総合教育科学科 教　　授 金　森　　　修 23963

薬 薬学科・薬科学科 教　　授 松　木　則　夫 24780
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地球惑星科学公開シンポジウム
「地球惑星科学と社会」

大学院理学系研究科・理学部　大学院総合文化研究科・教養学部

教養学部では、前期課程カリキュラムの見直しを行い、
平成18年度から実施しています。これは平成５年度以来
の大きな改革です。１、２年生を対象にする英語の授業
についても大幅な改編を行い、英語Ⅰを縮小する反面、
英語Ⅱについては、リーディング、プレゼンテーション、
コンプリヘンションという三つの柱を立てて、一層の充
実を図りました。とくにオーラル・プレゼンテーション
の授業は特筆すべき試みです。こうした教養学部英語部
会の取り組を紹介し、あわせて駒場の英語教育のあるべ
き姿を話し合うべく、公開のシンポジウムとワークショ
ップを企画しました。広く一般の方にも公開いたしま
す。

●日時・会場
５月25日（金）12:30～17:30

駒場Ⅰキャンパス18号館
18号館ホール（１階）
コラボレーションルーム１（４階）

●プログラム
総合司会 アルヴィ宮本なほ子准教授
挨拶 大学院総合文化研究科副研究科長

長谷川壽一教授

第一部 シンポジウム「英語教育のカリキュラム」
12:30～15:00／18号館ホール

［報告］

英語教育カリキュラムの全体像　山本史郎教授
英語Ⅰの体制

教材の改訂について 西村義樹准教授
運営の体制について 加藤恒昭准教授
教室から 坪井栄治郎准教授

英語Ⅱの体制
ＰＯ（Presentation/Oral）の授業について

中尾まさみ准教授
Ｒ（Reading）の必修化と語彙集の編纂について

能登路雅子教授
作文教育

ライティングセンター（CWP）の活動について
トム・ガリー特任准教授

［パネル・ディスカッション］

「駒場の英語教育はどうあるべきか」
司会　木畑洋一教授
発言　山本泰教授、菅原正教授、内野儀教授、

斎藤兆史准教授

地球惑星科学系学科では、教養学部の学生に地球惑星
科学のおもしろさを知ってもらうために、毎年シンポジ
ウムを開催しています。本年は、テーマを「地球惑星科
学と社会」として、本学地球惑星科学系教員による最新
の研究トピック紹介に続き、ベストセラー『理系白書』
著者による特別講演を行います。教養学部生だけでなく、
広く大学生、高校生、一般の方々に公開（参加無料）し
ています。多くの学生、皆さまのご来場をお待ちしてい
ます。

日時：５月10日（木）18:00～20:00

場所：駒場キャンパス16号館

第１部　講演「地球惑星科学研究の最前線」

メタンハイドレート：新しいエネルギー資源
松本　良（地球惑星科学専攻　教授）

巨大地震発生領域の下で進行している未知の地震的現象
井出　哲（地球惑星科学専攻　講師）

地球温暖化予測と気候システムの理解に向けて
阿部彩子（気候システム研究センター　准教授）

第２部　特別講演

「私たちの将来と地球惑星科学」
田中泰義・元村有希子（毎日新聞科学環境部）

第３部　学科紹介（学科学生）

理学部　　地球惑星物理学科、地球惑星環境学科
教養学部　広域科学科

「東京大学の英語教育―改革の道程と今後の展望
Teaching English at Komaba」開催のお知らせ

大学院総合文化研究科・教養学部
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小石川植物園後援会が主催する第55回小石川植物園市
民セミナーが下記の通り開かれます。今回は、首都大学
東京の村上哲明先生による、シダ植物の種に関する講演
です。最先端の植物科学研究に気軽に触れられる、絶好
の機会です。本学関係者に限らず、どなたでも参加でき
ます。どうぞ皆様お誘い合わせの上、是非ご参加下さい
ますよう、ご案内申し上げます。

講師：村上哲明
（首都大学東京 牧野標本館・大学院理工学研究科教授）
演題：「形で区別できないシダ植物の多数の新種」
日時：５月27日（日）13:00～15:00

場所：理学系研究科附属植物園本園（小石川植物園）
柴田記念館

参加費：
セミナーは無料ですが、一般の方は入園料（大人330円）
が必要です。
参加申込方法：
５月22日（火）までに往復葉書または電子メールにて後
援会までお申し込み下さい。返信葉書ないし返信メール
が招待状となります。なお参加ご希望多数の際は、お申
し込み順に従い受付が締め切られることがあります。悪
しからずご了承下さい。
主催・参加申込先：
〒112-0001 文京区白山３－７－１
東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
小石川植物園後援会
koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp

問い合わせ先：
理学系研究科附属植物園
杉山宗隆准教授（03-3814-0368）

［総括］

駒場の英語教育の今後 菅原克也教授

第二部 ワークショップ

「教室の現場で―PresentationとComprehension」
15:30～17:30 コラボレーションルーム１
進行　　エリス俊子

［報告と構想］

ＰＷ（Presentation/Writing） 伊藤たかね教授
ＰＯ（Presentation/Oral） 小林宜子准教授
ＰＯ 山本久美子特別教育研究教員
Ｃ（Comprehension） 河合祥一郎准教授

［全体討論］

●問い合わせ先
教養学部英語部会主任室
TEL:03-5454-6279（内線：46279）

液体窒素・液体ヘリウム利用者を対象にした講習会を
下記の要領にて開催いたします。この講習会は高圧ガス
保安法で義務づけられている保安教育の一環として行う
ものです。対象者は、主として今年度入学の修士課程一
年生等新たに寒剤を利用し始める学生及び教職員です。
研究室の該当者は、必ず出席するようにお願いいたしま
す。
なお申し込み方法は低温センターホームページ
（http://www.crc.u-tokyo.ac.jp/）低温講習会について
をご覧のうえ、５月18日（金）までにお申し込みくださ
い。
日時：５月23日（水）15:00～17:00

場所：武田先端知ビル５階　武田ホール
講習内容：
○高圧ガス保安法の概要
○高圧ガス容器の取り扱い方
○液体窒素・液体ヘリウムの特性と取り扱い方
○実際の利用手続き、事故例の紹介
○共同利用装置について
連絡先：低温センター（内線22862）

大学院理学系研究科・理学部

第55回小石川植物園市民セミナーのご案内

低温センター

保安教育『低温講習会』のお知らせ
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情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施しています。
５月末から６月にかけては、総合・人文社会科学・自

然科学の各分野の主なデータベースについて、データベ
ースの提供元から講師を招いて、実習形式の講習を行い
ます。
本学にご所属であればどなたでも参加できます。

●会場：

【駒場】駒場図書館地下１階　会議室（定員24名）
※6/18（月）、6/19（火）、6/21（木)、6/29（金）のみ

【柏】柏図書館　コンファレンスルーム（定員８名）
※6/28（木）のみ
※6/20（水）総合図書館からの中継はメディアホール
が会場です。

【会場の記載のないコース】
本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー
（定員12名）

●申込方法：

予約が必要です。先着順ですので、お早めに、下記のサ
イトからお申し込みください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

●コース内容とスケジュール：

◆総合分野

（1）LexisNexis Academic
（世界各国の新聞、企業情報、法律情報など）
6/7（木）13:45～14:45

（2）JapanKnowledge
（百科事典、各種辞書や会社四季報など）
6/12（火）15:00～16:30

（3）EndNote Web
（Web of Knowledge搭載の文献管理・論文執筆支
援ツール）
6/20（水）16:30～17:30（※）
6/29（金）16:30～17:30【会場：駒場】

※6/20（水）は柏図書館メディアホールに中継します。
（予約不要）

◆人文社会科学分野

（1）Literature Resource Center with MLA
（文学に関わる人物、作品情報など）

5/30（水）13:45～14:45

（2）InfoTrac Custom（人文社会系学術雑誌）
5/30（水）15:00～16:00

（3）Business Source Elite / SocINDEX with Full Text
（経済学・社会学分野）
6/6（水）13:15～14:45

（4）PsycINFO / PsycARTICLES（心理学分野）
6/6（水）15:00～16:30

（5）Lexis.com（世界各国の法令・判例など）
6/7（木）15:00～16:30

（6）ASSIA / LLBA（応用社会科学・言語学分野）
6/8（金）10:30～12:00

6/18（月）13:00～14:30【会場：駒場】
（7）Eighteenth Century Collections Online（ECCO）

（18世紀英語圏刊行物）
6/11（月）11:00～12:00

6/21（木）15:00～16:00【会場：駒場】
（8）eol ESPer（有価証券報告書、企業情報）

6/13（水）13:30～14:30

（9）JSTOR（社会科学を中心とする学術雑誌）
6/15（金）15:30～16:30

（10）Web of Science人文社会科学系
6/20（水）10:30～12:00

6/29（金）14:45～16:15【会場：駒場】

◆自然科学分野

（1）AGRICOLA / ProQuest Agriculture Journals
（農学関連分野）
6/4（月）15:00～16:30

（2）SciFinder Scholar（化学分野）
6/19（火）15:00～16:30【会場：駒場】
6/22（金）15:00～16:30

6/28（木）15:00～16:30【会場：柏】
（3）Web of Science自然科学系

6/20（水）13:30～15:00（※）
6/29（金）13:00～14:30【会場：駒場】

（4）BIOSIS Previews 
（生命科学分野）
6/20（水）15:15～16:15（※）

※6/20（水）は柏図書館メディアホールに中継します。
（予約不要）

●問い合わせ：

学術情報リテラシー係
03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

情報基盤センター

“分野別データベースユーザトレーニング”開
催のお知らせ



32 No.1356   2007. 4. 25

今年も駒場リサーチキャンパスが公開されます。140

を超える研究室の公開、専門的なものや身近なテーマを
扱った講演会、ジュニア向けの理科教室などなど、盛り
だくさんの内容で皆さんをお迎えします。日本の最先端
の科学技術を実際に見て、聞いて、体験できる機会です。
薫風そよぐ初夏の駒場Ⅱキャンパスでお待ちしていま
す。

開催日時：５月31日（木）、６月１日（金）、
６月２日（土）各日ともに10:00～17:00

開催場所：駒場リサーチキャンパス（駒場Ⅱキャンパ
ス）

開催部局：生産技術研究所、先端科学技術研究センター、
国際・産学共同研究センター、駒場オープン
ラボラトリー

＊入場無料
＊理科教室を除いて申込みの必要はありません。

≪講演会プログラム≫

５月31日（木）

＜ナノ材料セッション＞

11:00～ 「未開拓の光：テラヘルツ電磁波技術の
新展開」 平川　一彦　教授（生研）

13:00～ 「固体における水素の挙動を探る」
福谷　克之　教授（生研）

＜環境エネルギーセッション＞

14:00～ 「化学屋の見た環境騒動」
渡辺　正　教授（生研）

15:00～ 「温暖化対策の究極目標はどこか
～地球温暖化と費用便益分析～」

山口　光恒　客員教授（先端研）
16:00～ 「自然に学ぶ新しい太陽光発電」

瀬川　浩司　教授（先端研）
６月１日（金）

＜CCRシンポジウム～産学連携セッション～＞

10:00～ ご挨拶 渡部　俊也　センター長（CCR）
10:05～ 「文部科学省の産学連携政策」

藤田　明博　教授（CCR）
10:25～ 「産業クラスターと産学官連携」

塚本　修　教授（CCR）
10:45～ 「産学官連携によるサステイナブルITS

の展開研究」 須田　義大　教授（CCR）
11:20～ 「糖鎖に関する共同開発研究」

畑中　研一　教授（CCR）

11:55～ 「NEDOプロジェクトを通した産学連携
研究開発」 香川　豊　教授（CCR）

＜社会と技術セッション＞

13:00～ 「変形加工による変形形状制御
－薄鋼板の温間プレス成形」

本　潤　教授（生研）
14:00～ 「渋滞解消の秘策！」

桑原　雅夫　教授（生研）
15:00～ 「研究開発・知的財産権を

めぐる課税問題」
水野　忠恒　客員教授（先端研）

16:00～ 「リスク管理と企業価値」
藤井　眞理子　教授（先端研）

６月２日（土）

＜ジュニア企画「理科教室」＞（午前中、要申込み）
「ミクロの世界のワールドカップを制覇しろ！」

（土屋研究室　生研）
「コンピュータの仕組みを知ろう」

（南谷・中村研究室　先端研）
「昆虫の脳と行動のしくみを探ろう」

（神崎・高橋研究室　先端研）
＜130周年・20周年記念セッション＞

13:00～ 「駒場の歴史と建築」
藤森　照信　教授（生研）

14:00～ 「たかが20年、されど20年
－先端研の「先端」とは何か－」

御厨　貴　教授（先端研）
＜バリアフリーセッション＞

15:00～ 「未来を開くユニバーサル・
バリアフリー」

福島　智　准教授（先端研）
16:00～ 「生活に困難を抱える人のための

先端技術の活用」
中邑　賢龍　特任教授（先端研）

問合せ先・申込み先：（理科教室のみ要申込み）
生産技術研究所　TEL 03-5452-6864
先端科学技術研究センター TEL 03-5452-5111
http://www.u-tokyo.ac.jp/event/index_j.html

生産技術研究所・先端科学技術研究センター

駒場リサーチキャンパス公開



33No.1356   2007. 4. 25

教養学部では、恒例のオルガン演奏会を次のとおり開
催いたします。このたびは、すでに第106回演奏会でお
なじみの、アメリカの世界的オルガニストであるダゴス
ティーノ氏をお迎えし、美術博物館で開催されている
《イタリア展》にちなみ、主にイタリアとドイツの曲の
数々をお楽しみいただきます。オルガン独奏のほかにオ
ルガンと弦楽四重奏との合奏もあり、また本演奏会のた
めに特別に作曲された山本純ノ介氏のオルガン曲初演も
ありますので、どうぞご期待ください。
入場は無料です。ホームページを開設しておりますの

で、ぜひご覧ください。
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp

日時：６月７日（木）18時30分開演（18時開場）
場所：教養学部900番教室（講堂）
曲目：W・A・モーツァルト
協奏曲：
ニ長調 より 第一楽章［オルガンと弦楽四重奏］
J・S・バッハ
フーガ ロ短調（コレッリの主題による）［オルガン独
奏］
A・コレッリ
トリオ・ソナタ ロ短調［二つのヴァイオリンと通奏低
音（チェロとオルガン）］
山本純ノ介
瞬間のオルゲルプンクト（依頼作品，初演）［オルガン
独奏］
G・F・ヘンデル
オルガン協奏曲　ヘ長調［オルガンと弦楽四重奏］
B・パスクィーニ
パストラーレ［オルガン独奏］
G・ゲラルデスキ
オルガンのための軍隊行進曲風ソナタ［オルガン独奏］
J・S・バッハ
前奏曲とフーガ　イ短調［オルガン独奏］
演奏：
グレゴリー・ダゴスティーノ（オルガン）
江副麻琴（ヴァイオリン）
鈴木絵由子（ヴァイオリン）
高木真悠子（ヴィオラ）
磯野太佑（チェロ）

（大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会）
（後援：イタリア大使館）

大学院総合文化研究科・教養学部

教養学部で110回オルガン演奏会の開催
《「イタリア展」を記念して》
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等

理学系研究科地球惑星科学専攻
URL：http://www.eps.s.u-tokyo.ac.jp/

附属図書館
URL：http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/

自然科学博物館
URL：http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/index.html

東京大学総合文化研究科・教養学部　美術博物館
〒153-8902 東京都目黒区駒場3-8-1
TEL:03-5454-6139 FAX:03-5454-4929

駒場キャンパス16号館

総合図書館3階ロビー

駒場キャンパス
自然科学博物館

駒場博物館1階
美術博物館展示室

5月10日（木）
18:00～20:00

3月1日（木）
～5月31日（木）

3月24日（日）
～5月31日（木）

3月24日（土）～6月17日
（日）
休館日：毎週火曜日
開館時間 10:00～18:00

地球惑星科学公開シンポジウム
「地球惑星科学と社会」
※29ページ参照

黒田明伸
E-mail：kuroda@ioc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

山上会館201－202号室5月21、22日
9:30～18:00

東洋文化研究所ワークショップ
「中近世東アジア貨幣史の特殊性・共時性とその貨幣
論的含意」

低温センター（内線：22862）武田先端知ビル5階
武田ホール

5月23日（水）
15:00～17:00

保安教育『低温講習会』
※30ページ参照

教養学部英語部会主任室
TEL：03-5454-6279（内線：46279）

駒場Ⅰキャンパス18号館
18号館ホール（1階）
コラボレーションルーム1（4階）

5月25日（金）
12:30～17:30

「東京大学の英語教育―改革の道程と今後の展望
Teaching English at Komaba」
※29ページ参照

理学系研究科附属植物園
杉山宗隆准教授
TEL：03-3814-0368

理学系研究科附属植物園本園
（小石川植物園）
柴田記念館

5月27日（日）
13:00～15:00

第55回小石川植物園市民セミナー
「形で区別できないシダ植物の多数の新種」
※30ページ参照

総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
TEL：03-5454-6139 (美術博物館）
E-mail：cmaeda@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/

教養学部900番教室（講堂）
6月7日（木）
18:30開演
（18:00開場）

110回オルガン演奏会
《「イタリア展」を記念して》
※33ページ参照

常設展示「（新制）東京大学総長著作展（1）
－南原総長から向坊総長までー」
※1353号参照

所蔵品展　「測る人・描く人」

創造の広場イタリア

総務部広報課内 財団法人 東京大学綜合研究会
電話：03-3815-8345（直通）
E-mail: kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_01_j.html

科学技術インタープリター養成プログラム事務室
TEL＆Fax: 03-5465-8828
URL： http://park.itc.u-
tokyo.ac.jp/STITP/adult_education.html

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL：03-5452-6864/FAX：03-5452-6071
URL：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/

学術情報リテラシー係
TEL:03-5841-2649（内線：22649）
E-mail：literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

先端科学技術研究センター
URL：http://www.rcast.u-
tokyo.ac.jp/ja/events//index.php#events104

総合研究博物館
TEL：03-5777-8600/FAX：03-5841-8451
E-mail：web-master@um.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.um.u-
tokyo.ac.jp/education/lecture_200706.html

東大病院老年病科
TEL：03-5800-8652 担当　野村

安田講堂

教養学部内で開催

生産技術研究所
総合研究実験棟（Aｎ棟）
3階大会議室

本郷キャンパス
総合図書館1階
講習会コーナー

駒場Ⅱリサーチキャンパス

総合研究博物館
展示ルーム内講義室

東大病院入院棟A
15階大会議室

5月12日（土）
19日（土）

6月2日（土）
13:30～

5月10日（木）、5月24
日（木）、
6月7日（木）、6月21
日（木）、7月5日（木）
18:00～19:30

5月11日（金）
～7月13日（金）

（5月25日、6月1日を除
く各金曜日　全8回）
18:00～19:30

5/11（金）15:00～16:00
5/17（木）13:30～14:30
5/23（水）11:00～12:00 
＜English Session＞
5/22（火）15:00～16:00

5月31日（木）
～6月2日（土）

6/12（火）、6/20（水）、
6/26（火）、7/3（火）
7/10（火）
15:00～17:00

3月28日から6月13日
までの毎週水曜日
（4/4と4/11は休み）
14:00～

春の公開講座「グローバリゼイション」

科学技術インタープリター養成プログラム
社会人向け講座

第35回生研公開講座イブニングセミナー
「都市と環境のフィールド調査の現場から」

“情報探索ガイダンス”各種コース
※1355号参照

駒場Ⅱリサーチキャンパス公開2007
※32ページ参照

総合研究博物館公開講座
『植物・動物・社会―西アジア考古学からみたドメス
ティケーションの始まり』

第3回高齢者教室
（老後を迎えるにあたって起こり得る様々な問題につ
いての、老年病の各専門分野の方々の講演）
※1352号参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等
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「入学式での福島先生の祝辞は、南原総長の式辞と同じくらいの歴史的価値がある」と小宮山総長がおっしゃっていたそ
うです。壇上で涙した理事もおられたとのこと。新聞のコラムにも取り上げられ、会場に行けなった私のところにも、
職員や一般の方から「感動した」との声がたくさん入ってきました。式で「不覚にも落涙した」というある先生によれ
ば「障害と涙は『同情』ととられかねないので、禁物のところがありますが、福島さんの話は本当に深いところで普遍
性がありました」とのこと。「同情の物語」を遥かに超えた、この「普遍性」こそが、多くの人の心を動かしたのだと思
います。（と）

◆ 表紙写真 ◆ 平成19年度入学式
（２ページに関連記事）

特集
02 平成19年度入学式

11 平成19年度大学院入学式

淡青評論
36 ここで踊れ

一般ニュース

NEWS

18 研究協力部

「東京大学稷門賞」授賞式を挙行

19 国際連携本部

第２回日中韓賢人会議、開催される シンポジウム・講演会

INFORMATION

29 大学院理学系研究科・理学部

大学院総合文化研究科・教養学部

地球惑星科学公開シンポジウム
「地球惑星科学と社会」

29 大学院総合文化研究科・教養学部

「東京大学の英語教育―改革の道程と今後
の展望　Teaching English at Komaba」
開催のお知らせ

部局ニュース
19 留学生センター

日本語教育集中・特別コース2006年度冬学
期修了証書授与式行われる

20 医学部附属病院

平成19年度入職式及び合同オリエンテーシ
ョン開催される

21 大学院教育学研究科・教育学部

附属中等教育学校で、第８回入学式が行わ
れる

21 大学院理学系研究科・理学部

附属臨海実験所設立120周年
記念シンポジウム

22 ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構

「江崎玲於奈先生特別講演会」盛況裏に
開かれる

22 大学院総合文化研究科・教養学部

大学総合教育研究センター

緒方貞子先生による学術俯瞰講義

23 地震研究所

ＵＴ購買サイトシステム講習会を開催

お知らせ
30 低温センター

保安教育『低温講習会』のお知らせ

30 大学院理学系研究科・理学部

第55回小石川植物園市民セミナーのご案内

31 情報基盤センター

“分野別データベースユーザトレーニング”
開催のお知らせ

32 生産技術研究所・先端科学技術研究センター

駒場リサーチキャンパス公開

33 大学院総合文化研究科・教養学部

教養学部で110回オルガン演奏会の開催
《「イタリア展」を記念して》

34 EVENT LISTキャンパスニュース
24 学生部

平成19年度進学指導担当教員、決まる

コラム
26 インタープリターズ・バイブル　Vol.2

26 調達本部です　第26回

27 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.15

28 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第12回

28 龍岡門横丁噺　第16回

※昨年度の記事については、当時のままの職名等
で掲載しておりますのでご了承下さい。



「知識というものは、法のであれ、科学のであれ、街中で得られるもの
ではありません」。
だから在学中にしっかり勉強して下さい、という意味である。時は1978

年、所はパリ第二大学、或る３年生向け講義の当年度最終回における閉講
の辞のなかで、名だたる雄弁家の先生に真正面からこう言われて、学生た
ちも深い感動に固まっていた。
大学とは、そういうものである。図書館と研究室（または実験室）と教

室、これが大学である。もとより、街中の実践家の学問には、ときにノー
ベル賞あり、しばしば頭が下がる。それこそ広い知的基盤である。しかし、それでも、である。
象牙の塔は、今時すこぶる評判が悪いが、もともと大学は教会から生まれたもの。禁欲と静謐とのなかで

の、自由な批判精神に基づく探求と議論とから学問は発展してきた。
しかし、現代において、知識権力に対する学生たちの（一面で尤もな）反乱ののち、今度は大学の社会化

を求める時代の（一面で尤もな）攻撃のまえで、大学は、すっかりアイデンティティを見失っているのでは
ないだろうか？　そして、次から次へと新しいことが重なって、疲弊しているのではないか？　いかにも、
「時代の要請に従え」、大学は同時代に生きているのだとしても、学術情報サーヴィス会社でも知的イヴェン
ト企業でもない。いかに高等教育の大衆化の状況でも、いわゆる「学校」とは違う。大学が、時代への迎合
や同一化によって自己を見失えば、過労死するか時代の道化師となるかが落ちであろう。
探求の情熱と喜びとを鼓舞し、大学としての真の創造性を確保するために、あらゆる叡知を結集して状況

を立て直す必要がある。
矜持を以て基本を大事にしよう。図書館と研究室（または実験室）と教室。特に文科系では、書物の回り

に学ぶ者が集う。書物は光であり喜びであり師であり友であり実験設備ですらある。何人といえども、この
ことを忽せにしてはならない。
先哲も言うではないか。「ここに薔薇がある。ここで踊れ」。
そして、先の先生の言は、在職中にしっかり研究して下さい、という意味にも聞こえる。

北村　一郎（大学院法学政治学研究科・法学部）

ここで踊れ
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